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PRESS RELEASE  2023/11/1      
 

学生団体 ISARIBI with 活動報告会を開催 
～函館の未来と地域づくりを考える～ 

 
【概要】 

北海道大学大学院水産科学研究院地域水産業共創センターでは、令和 5年 11月 24日（金）に「令
和 5 年度学生団体 ISARIBI with 活動報告会～函館をもっと良いまちに！プロジェクト～」を開催し
ます。 
函館に関わりのある市民、学生、企業、大学、行政の皆様とともに、函館をもっと良いまちにす

るために、函館の未来と地域づくりを考えるイベントです。 
 
【趣旨】 

函館市内の大学・高専生を中心とした「学生団体 ISARIBI with」は、函館マリカルチャープロジ
ェクトの一環である「函館をもっと良いまちに！プロジェクト」として本年 6月に発足しました。 
函館市では、函館国際水産・海洋都市構想の目標である、雇用の創出と産業経済の活性化に向け、

企業・若者の地域定着化が重要課題となっています。本団体は、この課題解決のために、若者が函
館をもっと良いまちにすることを目的として、若者自らが函館の歴史・文化・経済を探求し、課題
を見つけ、解決していくために活動しています。 
本イベントは、「学生団体 ISARIBI with」の活動中間報告を行うとともに、参加者の皆様と新たな

課題・気づきを探り、今後の活動のあるべき姿を検討することを目的として企画しました。産学官
を代表する方々にもスペシャルパートナーとしてご参加いただきます。 
またイベント内で行われる「交流会 ワールドカフェ」では、カフェのような雰囲気で参加者全員

の対話を行います。絵や文字、図解を使ってリアルタイムに話を見える化する「グラフィックファ
シリテーション」という手法を用いて、対話で出てきた一人ひとりの声をグラフィックで表現し、
函館の未来を描きます。 
ご参加の皆様と、函館の魅力を再認識し、函館の未来を考える場となることを目指します。 

 
本事業は内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」の支援を受け実施しています。 

 
【日  程】 令和 5年 11月 24日（金）18時 00分～20時 05分（受付：17時 50分から） 
【場  所】 旧函館区公会堂（函館市元町 11番 13号）市電「末広町電停」下車 徒歩 7分 
【主  催】 北海道大学大学院水産科学研究院地域水産業共創センター 
【後  援】 函館市、函館国際水産・海洋都市推進機構、函館地域産業振興財団 
【協  力】 一般社団法人いとのこ、株式会社たがやす 
【対  象】 一般市民 
【定  員】 100人 
【参  加  費】 無料  



 2 / 2 

【プログラム】 18:00 開会挨拶 
18:15 オープニング 

ISARIBI with 中間報告会 ①商品開発班 ②イベント班 
18:50 交流会 ワールドカフェ 

～みんなで函館の未来を描く時間～ 
20:00 閉会挨拶 
20:05 終了 
 

【申込方法】 下記 URL または QRコードからお申し込みください。 
なお、定員に達し次第、締切となります。 
申込フォーム URL：https://forms.gle/gN2DPTnAie1T4rTDA 
 

【取材申込】 11月 22日（水）16時 00分締切 
下記お問い合わせ先（kyousou@fish.hokudai.ac.jp）までメールにてお申し込みくださ
い。本文中に①社名、②職名、③氏名、④電話番号、⑤メールアドレス、⑥参加人数、
⑦カメラの有無をご記載願います。 

 
【地域水産業共創センターについて】 

本センターは、函館・道南地域において産学官金連携による社会・地 
域の課題解決、及び新しい価値の共創に取り組み、知の拠点・シンクタ 
ンクとして地域振興へ貢献するため、令和 4年 10月に函館キャンパス 
に設置された組織です。本学の研究開発力、人材育成力及び地域の文化的資源・自然資源等の「地 
域の強み」を活かした産学官金協働を推進し、産業の発展とイノベーション創出による地域振興に 
繋がる持続可能なシステムを構築するとともに、これからの地域社会を支える人材を育成していき 
ます。そのために大学と社会（企業-研究者、企業-学生、企業-企業、企業-自治体、自治体-研究者、 
自治体-学生、学生-学生）をつなげる産学官金連携の実践の場となり、地域の知・情報・人材のハブ 
機能を担っていきます。 

 
【関連するプレスリリース】 
 北海道大学プレスリリース「地域水産業共創センター「函館をもっと良いまちに！プロジェクト」 
始動～函館市内の大学・高専生を対象とした学生プロジェクト団体～」 

  発表日：令和 5年 5月 19日 
  ＵＲＬ：https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/230519_pr4.pdf 
 
お問い合わせ先 
北海道大学大学院水産科学研究院 地域水産業共創センター 今村・渡辺(いまむら・わたなべ) 
ＴＥＬ 0138-40-5039  メール kyousou@fish.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://www2.fish.hokudai.ac.jp/rfc/ 

配信元 
北海道大学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8条西 5丁目） 
ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  



NA
ZO

TO
KI

(入場17:50)

金
曜
日11.2411.24

18:00-20:05

令
和
5
年

プロジェクト

函館に関わりのある市民、学生、企業、大学、
行政の皆様とともに、函館をもっと良いまちに
するために、函館の未来と地域づくりを考える
イベントを開催します。

函館市内の大学・大学院・高等専門学校生が、
函館を自分たちにとって魅力的な街にするための
「函館をもっと良いまちに !プロジェクト」を実施
する団体です。

北海道教育大学、函館大学、はこだて未来大学、
函館工業高等専門学校、北海道大学参加校
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函館国際水産・海洋都市構想の目標として、企業・若者の地域定着化が重要課題となっています。
函館マリカルチャープロジェクトの一環で立ち上げた「学生団体 ISARIBI with」は、若者が「函館をもっと良いまちにする」
ことを目的として、若者自らが函館の歴史・文化・経済を探求し、課題を見つけ、解決していくために本年６月に発足しました。

本イベントは、「学生団体ISARIBIwith」の活動報告を行うとともに、参加者の皆様と新たな課題・気づき
を探り、活動に共感していただける方々と今後の活動のあるべき姿を検討することを目的として企画しま
した。皆様とともに、函館の魅力を再認識し、函館の未来を描く場となることを期待します。
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〒040-0054 北海道函館市元町11番13号
旧函館区公会堂

100名
函館を良いまちにしたい方
ISARIBI withに参加したい学生
若者の活動を応援したい方
学生や大人と交流したい方

当日席に余裕がある場合は
当日参加も受け付けます（ （

右下のQRコードより事前申込をお願いします

一般社団法人いとのこ、 株式会社たがやす協力
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本事業は内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」の支援を受け実施しています。

函館市、函館国際水産・海洋都市推進機構、函館地域産業振興財団北海道大学地域水産業共創センター
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締切とさせていただきます

みんなで函館の
未来を語る

函館の未来を
見える化

低未利用魚を用いた
水産業の課題解決

若者視点の
函館らしさ再発見



スペシャルパートナー 会場周辺地図

函館駅より車で１０分  /  市電「末広町」電停下車 徒歩7分 /
函館バス「公会堂前」下車 徒歩3分
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ISARIBI with活動のあゆみISARIBI with活動のあゆみ
イサリビ ウィズ2023年5月

プロジェクトスタート！

start!start!

函館探検ツアー開催！
函館の魅力と課題を探す
イベント「函館探検ツアー」を
3回に分けて実施しました。

団体キックオフ！
オンライン説明会などを経て集まった

メンバーとキックオフイベントを開催しました。

プロジェクトチーム始動！
商品開発班とイベント班に分かれて
それぞれ活動をスタートしました。チーム活動展開中！

現在２つの班が本格的に
活動を展開中です。

2023.11.24
ISARIBI with 活動報告会

「低未利用魚」の問題解決のために
商品開発やPRサイト作成を実施

商品開発班

函館の魅力を再発見するための
謎解きイベントを企画

２つの班についてより詳しくは、報告会にて！

イベント班

プレ企画

動報報告告会会
つの班班についてより詳しくは、報告会にて！つ

若者が生き生きする
函館とは？

あなたが思う
理想の函館とは？

函館の
未来を描く

イベントコンセプト

グラフィックファシリテーション

学生の報告や一人ひとりの声から、
函館の未来をリアルタイムに「見える化」します。

ワールドカフェ

カフェのような雰囲気の中で対話し、
参加者みんなで函館の未来を描きます。

あなたの声を
お聞かせ
ください！

問合せ先 北海道大学
地域水産業共創センター kyousou@fish.hokudai.ac.jp

0138-40-5039
イベントページ更新中！

2022年10月に北海道大学函館キャンパス内に発足した、地域の学生・研究者・教育機関・企業・行政を繋ぐ「ハブ」となる機関です。
産学官金が協働して研究開発を行うことにより、地域産業の発展、イノベーション創出、それらを支える人材の育成を目指します。

函館商工会議所青年部 副会長
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